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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社 竹内製作所 

 

[企業 ID]  6432 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2025 年 2 月期 第 2 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2025 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2024 年 10 月 22 日 

 

[ページ数]  26 

  

[時間]   16:00 – 16:38 

（合計：38 分、登壇：38 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2 名 

取締役     小林 修 （以下、小林） 

経営管理部 ESG 推進課長  阪井 大志（以下、阪井） 
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登壇 

 

 

小林：取締役の小林でございます。本日はお忙しい中、当社の決算説明会にご参加いただきまして

誠にありがとうございます。 

社長の竹内が本日欠席のため、代わりに私からご説明させていただきます。 

それでは 2025 年 2 月期連結業績の上期実績および通期予想をご説明いたします。2 ページをご覧

ください。2025 年 2 月期の上期実績につきまして、前年同期と比較したポイントをご説明いたし

ます。 

まず販売台数ですが、北米では住宅市場の調整局面が継続しており、ミニショベルの販売が伸び悩

みました。クローラーのローダーに関しましても、買入部品に不具合があり生産が停滞したことに

より、一部出荷が第 3 四半期へずれ込んだ影響で販売台数が減少いたしました。 
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欧州ではクローラーローダーの販売は増加しましたが、住宅金利とエネルギー価格の上昇による住

宅市場の低迷が影響し、ミニショベルの販売が大きく減少いたしました。その結果、北米の販売台

数は 2.5%の減少、欧州の販売台数は 16.2%の減少、全体では 11%の減少となりました。 

次に、売上高と利益につきましては、販売台数の減少、原材料価格の上昇、および青木工場の減価

償却費と労務費の増加などの減益要因がありましたが、為替影響と値上げ、製品構成および顧客構

成の変化などの増益要因により、売上高、各段階利益ともに上期としては過去最高となりました。 

 

3 ページをご覧ください。連結業績のハイライトをご説明いたします。 

売上高は 4.2%増収の 1,096 億 600 万円、営業利益は 46.5%増益の 248 億 6,700 万円となりまし

た。なお、営業利益の増減要因および受注高と受注残高につきましては、後ほどご説明いたしま

す。 
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4 ページをご覧ください。四半期ごとの売上高と営業利益の推移です。 

ご覧の通り、当第 1 四半期、第 2 四半期ともに営業利益は、為替が円安に推移したことや製品価格

の値上げ等により高水準の実績となりました。 
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5 ページをご覧ください。地域別の売上高です。 

北米の売上高は 11.1%増加し 629 億 600 万円、欧州の売上高は 1.3%減少し 437 億 4,500 万円とな

りました。販売台数が北米では 2.5%減少、欧州では 16.2%減少いたしました。 

北米の販売台数が減少しておりますが、売上高につきましては、円安の影響と製品価格の値上げ等

により、前年同期を大きく上回りました。また欧州につきましては、低価格帯のミニショベルの販

売が低迷していることと円安の影響等により、販売台数ほどは売上高は減少しておらず、前年同期

に比べてほぼ横ばいとなりました。その他の地域につきましてはご覧の通りでございます。 
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6 ページをご覧ください。所在地別のセグメント情報につきましては、記載の通りでございますの

で、ご高覧いただきたいと存じます。 
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7 ページをご覧ください。営業利益の増減要因をご説明いたします。 

増益要因としましては、為替影響で 70 億 5,200 万円、売価の値上げで 21 億 3,500 万円、コスト

ダウンでコストアップをカバーし 9,400 万円、為替影響を除いた販管費の減少で 1,000 万円、製品

構成と顧客構成の変化などの影響を含むその他の要因で 19 億 5,700 万円となりました。 

なおコストダウンの主な要因は、米国工場での生産台数の増加に伴うコスト改善によるものです。

また減益要因では、販売台数の減少による減収効果で 15 億 7,900 万円、青木工場の減価償却費等

で 8 億 7,800 万円、人的資本への投資としての主に人件費の増加で 7 億 3,900 万円、米国でのセミ

ノックダウン生産に係る運搬費の増加で 1 億 5,200 万円となりました。 

以上により、営業利益は 78 億 9,800 万円増益の 248 億 6,700 万円となりました。 
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8 ページをご覧ください。連結貸借対照表です。 

棚卸資産が約 180 億円増加いたしました。この主因は 3 点ございます。1 点目は、現地通貨建ての

海外子会社の在庫高を円換算した際の為替影響。2 点目は、欧州向けの船便において紅海を迂回す

ることで、物流に要する在庫期間が長期化したこと。3 点目は、販売拡大を狙い米国子会社で製品

在庫を積み上げたことによるものです。 

なお当第 2 四半期からは、グループ全体で製品在庫が充足してきたため、生産調整を行っておりま

す。またご参考までに、生産台数の推移を 33 ページに記載しておりますので、ご高覧いただきた

く存じます。 
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9 ページをご覧ください。連結キャッシュフロー計算書です。 

営業キャッシュフローにつきましては、棚卸資産と運転資金の増加に加え、法人税の支払いが増加

したことで、102 億 6,600 万円減少いたしました。 
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続きまして、2025 年 2 月期連結業績の通期予想をご説明いたします。11 ページをご覧ください。

2024 年 10 月 10 日に、通期の業績予想を修正いたしました。その予想のポイントをご説明いたし

ます。 

下期の製品需要は欧米ともに上期と同程度と見込んでおります。北米では前回予想において販売台

数の大幅増を見込んでおりましたが、市場に一服感が出たことで、通期の販売台数は前回予想に比

べて 13.3%減少すると予想しております。 

欧州では前回予想においても、ミニショベルを中心に販売台数の大幅減を見込んでいましたが、通

期の販売台数は前回予想をさらに 5.3%下回ると予想しております。 

この結果、通期の連結売上高は前回予想を下回る見込みですが、海上運賃が想定を下回ったこと、

および為替影響により、各段階利益は前回予想を上回ると見込んでおります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

11 
 

 

12 ページをご覧ください。通期の業績予想ハイライトです。 

対前期比で当社グループ全体の販売台数は通期で 8.6%減少し、売上高は 1.4%増加の 2,155 億円、

営業利益は 26.1%増加の 445 億円、経常利益は 18.5%増加の 420 億円、当期純利益は 14.7%増加

の 300 億円と予想し、売上高、利益ともに過去最高となると予想しております。 
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13 ページをご覧ください。通期の地域別売上高予想をご説明いたします。 

前期と比較した通期の販売台数は、欧州では 14.9%の減少となり、下期も上期と同程度の需要を見

込んだことで、大幅な減少を予想いたします。 

一方、北米では 1.6%の微増を予想しております。これは買入部品の不具合があったことにより、

一部出荷が下期にずれ込んだことと、より積極的な販促活動を展開することで、上期の販売台数を

上回ると見込んだことによるものです。 

なお、営業利益における下期 6 ヶ月間の為替感応度は、米ドルが 4,900 万円、ポンドが 800 万

円、ユーロが 200 万円と予想しております。 
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14 ページをご覧ください。連結営業利益の通期予想の増減要因をご説明いたします。 

増益要因としましては、為替影響で 79 億 7,900 万円、売価の値上げで 43 億 6,500 万円、製品構

成と顧客構成の変化などの影響を含むその他の要因で 25 億 8,400 万円を見込んでおります。 

また減益要因では、販売台数の減少による減収効果で 15 億 9,800 万円、原材料価格の上昇等のコ

ストアップで 4 億 4,700 万円、青木工場の減価償却費等で 8 億 7,800 万円、人的資本への投資とし

ての主に人件費の引き上げで 10 億 4,300 万円、米国でのセミノックダウン生産に係る運搬費の増

加で 7 億 1,600 万円、製品保証引当金増加の 8 億 3,100 万円を含む販管費の増加で 10 億 4,400 万

円を見込んでおります。 

以上により、連結営業利益は 92 億 300 万円増加し、445 億円になると予想しております。 
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15 ページをご覧ください。設備投資計画をご説明いたします。 

2025 年 2 月期の設備投資につきましては、54 億 400 万円を見込んでおります。その主な内訳とし

ましては、本社工場および青木工場での設備の維持更新やパーツセンターの増設等で約 35 億円、

社員寮の建設工事で約 7 億円、米国子会社での設備増強等で約 5 億円などを見込んでおります。 
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続きまして、トピックスについてご説明させていただきます。17 ページをご覧ください。まず受

注高と受注残高についてのご説明です。 

下段の表の右端にお示ししているように、当上期は米国の大手レンタル会社からの従来の受注タイ

ミングが前期末から当期初にずれ込んだ影響で、第 1 四半期の受注高は 615 億円を確保しました

が、第 2 四半期では 357 億円にとどまりました。 

また、第 2 四半期末における受注残高は 1,166 億円となりましたが、この内訳は米国が約 900 億

円、欧州が約 250 億円となっております。これを今期の各地域の売上高予想を前提にして、月商

ベースでご説明しますと、米国の受注残高は約 9 ヶ月分、欧州の受注残高は約 3.5 ヶ月分となりま

す。 

当社が認識している正常レベルの受注残高の水準はおおむね 3～4 ヶ月であることからすると、米

国の受注残高はまだ多く積み上がっているレベルであり、欧州はおおむね正常な水準に戻ったと見

ております。したがいまして今後につきましては、受注残高が正常化した欧州では実需に対応した
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ご注文をいただく通常サイクルとなり、米国では受注残高が正常化するまで、もうしばらくは販売

が受注を上回るペースで推移するものと予想しております。 

 

18 ページをご覧ください。こちらのページでは、製品別の販売状況についてご説明いたします。 

ここでお示ししている折れ線グラフは、2021 年 2 月期を 100%とした場合のミニショベル、油圧

ショベル、クローラーローダーの販売台数の伸長率の推移です。 

ご覧の通り、前期からクローラーローダーの伸び率がミニショベルのそれを上回り、急成長をいた

しました。また右下の円グラフは、製品別の販売台数割合ですが、今期の通期予想では、ミニショ

ベルの落ち込みを補うようにクローラーローダーの割合が増えております。 

まず、販売台数が圧倒的に多いミニショベルの状況ですが、今期は主力市場の欧州で減速していま

す。これは物価上昇等による個人消費の低迷や、住宅ローン金利の高騰に伴う住宅需要の押し下げ

などの影響と見ておりますが、この状況が改善に向かうのはまだ先と見ており、欧州でのミニショ

ベルの販売はしばらくは厳しいと見込まざるを得ない状況です。 
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一方、北米でのミニショベルの販売は堅調で、前期の販売台数を上回ると見込んでおりますが、加

えて、北米での主力製品であるクローラーローダーも力強さを維持しております。さらに、従来は

北米がメインマーケットであったクローラーローダーの需要が、欧州でも徐々に上向き、販売が伸

び始めています。 

米国では 9 月に金利の引き下げが行われ、住宅ローン金利も低下傾向にあり、今後、新大統領の経

済政策が明らかになれば住宅需要が息を吹き返し、2025 年に繰り越し需要として顕在化し、拡大

する可能性は高いと考えております。 

したがいまして、今後は成長性で有望なクローラーローダーを、米国のみならず欧州においても販

売拡大を目論んで、来期以降のプランニングを進めてまいりたいと考えております。 

 

19 ページをご覧ください。今後、より成長性が期待できるクローラーローダーの製品の特徴につ

いてご説明いたします。 
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まず、当社がミニショベルに次いで世界に先駆けて開発し、市場投入したクローラーローダーは、

建設機械業界ではコンパクトトラックローダー、略して CTL と呼ばれておりますが、ここでのご

説明では、単にローダーという呼び方でお話しさせていただきます。 

一つ目の特徴ですが、ローダーを市場投入した当初は、主にミニショベルや油圧ショベルが掘削作

業を行って掘り出した土砂を別の場所に運搬する作業や、掘り返した場所を整地する作業での使用

を目的としたため、粘土質のようなぬかるんだ地面でも素早く走行できる性能を有しているところ

です。 

二つ目の特徴は、ローダーが主に米国で普及していることが背景になりますが、面積が広い工事現

場が多い米国でショベルとローダーがそれぞれの特徴を生かして、これらが連携して土木作業を効

率的に行えるメリットがあるところです。 

ちなみに比較的狭いエリアでの土木作業を強いられる日本や欧州の市街地では、ローダーが土砂を

運搬する余地がないことから、ミニショベルが掘削、運搬、整地など全ての作業を受け持ってきま

した。これが、これまでローダーのメインマーケットが米国であった主たる理由です。 
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20 ページをご覧ください。三つ目の特徴は、アタッチメントを交換することで、建設現場のみな

らず、マルチに使用できるところです。 

ここに掲載した画像からお気づきになるかと思いますが、ローダーが運搬する対象物は土砂の他

に、草木や重量物などもあることから、この製品をお使いになるエンドユーザー様は、土木工事以

外でもご使用になるということです。このエンドユーザー層の裾野の広さは、ローダーの拡販にと

っては大きな強みだと考えております。 

ご参考までに、右上には太陽光パネルをローダーが運んでいる画像がありますが、このように、脱

炭素社会への実現に向けた新たな機器の設置や設備工事の需要が今後増えてくると考えており、ロ

ーダーだけでなく、ショベルの販売にとっても追い風となるものと考えております。 

 

21 ページをご覧ください。四つ目の特徴は、災害現場の復興作業でも活躍できる性能を有してい

るところです。 

改めまして、本年元旦の能登半島地震、さらに 9 月 21 日の能登半島豪雨で被災された皆様には、

慎んでお見舞い申し上げます。 
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当社からは復興支援のため、自治体からの許可をいただいた直後にローダーとミニショベル、また

これらを操作するオペレーターを現場に派遣いたしました。今後の早期復興が実現できますことを

心より願っております。 

ローダーのご説明に戻りますが、復興支援に際しては、これらの画像からおわかりいただけるよう

に、がれきや津波で打ち上げられた船舶や車両をつかみ、持ち上げ、除去したり運搬する作業で使

用されました。過去においては、米国でのハリケーンや山火事などの被災地においても、同様の使

用目的で活躍した実績を残しております。 

 

22 ページをご覧ください。先行きが見通しづらい欧州ですが、9 月にドイツ国内でディストリビ

ューターが出展した展示会の様子についてお知らせしておきます。 

今回の展示会には、より認知度を上げて拡販に繋げるため、初めてローダーも展示いたしました。

潜在需要を掘り起こす目的で、来場者の関心を引くことを狙って、森林整備で使用されるマルチャ

ーと称する草刈り機のアタッチメントを装着したローダーを展示いたしました。このページに貼り
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付けたリンク先にアクセスしていただきますと、ローダーとマルチャーを組み合わせた作業の様子

をご覧いただけますので、後ほどご覧いただけたら幸いでございます。 

下段の箇条書きは、当展示会に出展したディストリビューターが来場者から直接聞き取った市場情

報ですが、その中のエンドユーザーの仕事は減っていないとの情報は、非常に心強いポジティブな

情報だと思っております。 

 

23 ページをご覧ください。これは今ご説明した、展示会場の屋外でのミニショベルのアタッチメ

ント交換のデモンストレーションの様子です。 

当社のミニショベルには、様々なアタッチメントが装着可能な機種を取り揃えております。地面を

掘削するための標準のバケットを取り外して、この画像にあるように材木をつかんで回転させて、

置き場所を変えることのできる別のアタッチメントを、運転席から降りずに油圧の操作だけで付け

替える実演を行って、当製品の優位性、拡張性、多用途性などもアピールいたしました。 
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24 ページをご覧ください。株主還元と連結配当性向に関するご説明をさせていただきます。 

現行の基本方針といたしましては、連結配当性向 30%を目安として、安定した配当の継続に努め

るとの方針のもと、当社グループの財政状態と業績予想を勘案し、今期の期末配当予想を期初の予

想通りの 1 株当たり 200 円としております。 
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続きまして 25 ページをご覧ください。 

当社の認識としましては、最近の当社の株価水準は割安と考えております。したがいまして、この

度、株主還元方針に基づき、当社にご支援いただいている株主の皆様のご期待にお応えするため、

ご覧の通り自己株式の取得を決定し、取得期間内での自己株式の取得を実施しているところでござ

います。 

どうか株主の皆様におかれましてはご理解をいただき、引き続きご支援を賜りたく、この場をお借

りしてお願い申し上げる次第でございます。以上をもちまして、当第 2 四半期決算のご説明とさせ

ていただきます。 

ご清聴ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 
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1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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